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○ 世帯主が65歳以上の世帯の平均貯蓄額（平成23（2011）年）は、全世帯平均の約1.4倍
○ 貯蓄の目的は、「病気・介護の備え」が６割超

【図１－２－８】 貯蓄の目的

【p.13－14】高齢者の姿と取り巻く環境の現状と動向 経済状況

【図１－２－７】 貯蓄現在高階級別世帯分布
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＜健康・福祉＞

次は、「健康・福祉」についてで、資料は 17 頁でございます。健康寿命と平均寿命とがあって、ここに

いらっしゃる皆様はご存じかと思いますが、日常生活に制限のない期間、これを健康寿命といっておりま

す。

左のグラフは男性の平均寿命と健康寿命でございます。上の折れ線グラフが平均寿命、下の折れ線グラ

フが健康寿命でございます。矢印は、平成 13（2001）年から 22（2010）年にかけてどれだけ延びたかを

示しておりまして、男性ですと健康寿命は 1.02 年、平均寿命は 1.48 年でございます。 

右のグラフは女性の同じものでございまして、女性の場合、平均寿命は 1.37 年、健康寿命は 0.97 年延

びております。男女ともに、平均寿命の延びに比べ、健康寿命の延びはそれほど大きくないという結果に

なっております。
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○ 平成13（2001）年から22（2010）年の健康寿命の延びは、平均寿命の延びに比べると
小さい

【図１－２－１１】 健康寿命と平均寿命の推移

【p.17】高齢者の姿と取り巻く環境の現状と動向 健康・福祉

1.48年

1.02年

1.37年

0.97年
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続きまして、資料 18～19 頁でございます。これは、65 歳以上の方の要介護度別認定者数の推移になっ

ております。 

棒グラフで表しておりますのは、要介護度別認定者数の推移でございまして、平成 13（2001）年度か

ら 22（2010）年までの要介護者と要支援者の数を要介護度別に示したものでございます。一番右側の、

平成 22 年度の棒グラフでございますが、合計 4,907 千人（490 万 7 千人）となっております。 

右の表は、「要介護等認定の状況」でございます。65～74 歳と 75 歳以上とに分けて示しております。

75 歳以上の方につきましては 22.1％の方が要介護認定者となっておりまして、65～74 歳の方と比べて、

割合が大きく上昇しております。 

○ 要支援・要介護の高齢者が急速に増加している
○ 75歳以上では、被保険者に占める要介護認定者数の割合が22.1％となり、65～74歳の

場合と比べて割合が大きく上昇

【図１－２－１３】 第１号被保険者（６５歳以上）の要介護度別認定者数の推移

【p.18－19】高齢者の姿と取り巻く環境の現状と動向 健康・福祉

【表１－２－１４】
要介護等認定の状況
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次は、資料 20 頁です。これは、介護をどういった方がされるかという資料になります。 

左のグラフは、要介護者から見た主な介護者の続柄でございます。配偶者、子、子の配偶者というのが

多く、介護者の 64％が同居人です。右上の帯グラフは、左の円グラフから矢印が出ておりまして、左に男

性、右に女性と書いておりますが、介護者の男女別比率を示したものでございます。大体 7 割が女性とな

っております。 

それから、同居人の介護者のうち、何歳ぐらいの方が介護されているかということ示したのが右下の帯

グラフでございます。点線で囲っておりますように、60 歳以上の方が 6 割を占めております。いわゆる「老

老介護」という状況が相当数存在していることがこの図から見て取れると思います。 

○ 介護者の64％が同居人で、うち約７割が女性
○ 同居人の介護者のうち、60歳以上が６割強を占め、いわゆる「老老介護」が相当数存在

【図１－２－１６】 要介護者等からみた主な介護者の続柄

【p.20】高齢者の姿と取り巻く環境の現状と動向 健康・福祉
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＜就業＞ 

 次は、資料の 22 頁でございます。高齢者を取り巻く雇用環境についてのデータでございます。 

左側の折れ線グラフは、高齢者の雇用者数でございます。雇用者数は増加傾向にあります。右側の円グ

ラフは、過去 1 年間の定年到達者の、現在の雇用状況でございますが、継続雇用された方が 4 分の 3 とな

っております。 
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